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浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果

研究（実用化）開発のポイント・先進性

でも運転試験を実施予定。
　ｂ）農機具以外での分野にも挑戦。例：除雪機

イームズロボティクス株式会社　福島市西中央2-21　☎024-573-7880（担当：プロジェクトマネージャー　塙　正典）Mail：hanawa@eams-robo.co.jp

イームズロボティクス株式会社
常務取締役　辺見俊彦

　弊社は福島市に本社を置
き、ドローンをはじめとす

るロボティクス技術を社会に実装するこ
とを目指している会社です。
　今回のみちびき小型ユニットは、農機
具の無人自動運転を可能にし、農作業の
労働力を軽減することで日本の、浜通り
の農業復興に貢献します。

　①試作：ササキコーポレーションの草刈
り機、スマモに搭載し、草刈りの刈り残し
が起こらない走行を試験中。自然農業派の
要望により、田んぼのあぜ道をみちびきに
より高精度の走行をさせることで、雑草対
策なるか、まずはあぜ道を落ちないで走れ
るかの試験を実施。②特願 2019-130504
「みちびき利用自律制御装置③内閣府の「み
ちびき」公式 HP で紹介（https://qzss.
go.jp/news/archive/eams-robo_191209.
html）

　農機具を簡単に無人自動運転
ができることで、震災後の農地
復興のため高齢者の帰農、若手
農業者の育成に寄与します。

　ドローンはコントローラー、Pixhawk によって制御され
て飛行します。みちびき受信機による高精度の位置情報を
得て、走行開始、停止、右へ、左への指示から、種を撒く、
刈り取る、溝を掘るといった情報を電子制御の農機具に送
ることで、無人自動運転が可能になります。

（１）要素技術
　Pixhawk とみちびき受信機の小型ユニットを作成。
　a) 　 機能：みちびき受信機からの位置情報を得て、PC

上の想定ルートを走行（機能）するための指示を
Pixhawk から農機具の駆動部に信号が流れる。

　b) 　用途：電子制御農機具
　c) 　 競合優位性：みちびき受信機を利用できる農機具はあるが、

小型ユニットで農機具全体の制御ができる機能は初めて。
（２） 先進性：小型ユニットで農機具制御ができる商品は市

場にない。特許出願中。（特願 2019-130504「みちび
き利用自律制御装置）

（3）社内での位置付け　
　a) 　 電動農機具での試験から、今後エンジン駆動農機具

　近年、大手農機具メーカーから大型トラクターなどでみち
びき受信機やRTK（自動位置制御システム）による高精度位
置情報を得て、無人自動走行ができる農機具が登場していま
す。しかし、浜通りを含めた都府県の農家1戸当たりの耕作
地面積は平均1.77haであり、大型自動農機具の恩恵は受け
にくいです。農家の高齢化が進む浜通りでも農機具の無人自
動化のニーズはあります。

実施期間
▼

2019年度～2020年度

実用化開発場所
▼

南相馬市、福島市

2019年度開始

① みちびき受信ユニットを搭載した
ササキコーポレーションの草刈り
機、スマモ

② あぜ道をみちびきで走れるかの走行試
験をするクローラー

国産の準天頂衛星システム、みちびきの専用受信機も小型化、安価が進む中、本開発
では受信機とマイコンをセットした小型ユニットを開発。従来の機械に後付けで装着
すれば、みちびきを利用した全自動走行が可能となります。

貴方の農機具も無人自動化が可能　みちびき受信機
の小型制御ユニットを開発して農機具の自動化を実現

従来の農機具が準天頂衛星「みちびき」を利用できる小型ユニッ
トの開発

イームズロボティクス株式会社
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研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究項目

アルプスアルパイン株式会社　東京都大田区雪谷大塚町1-7　☎03-3726-1211（担当：サステナビリティ推進室広報・IR 課）Mail：alpsalpine-hp@alpsalpine.com

アルプスアルパイン株式会社　
ADプロジェクト　若松 浩太郎

　今後も本開発の要素技術・
製品を浜通り地域にて研究・

開発・設計し続けることで、ロボット関
連の地域貢献・人材育成を行います。
　本補助事業を通じて得た研究成果をも
とに、浜通りの復興のシンボルとなれる
ように企業努力を続けていきます。

　2019年度はカメラ+レーダによる、
駐車空間検出アルゴリズムの試作品を
開発しました。成果は世界最大のコン
シューマーエレクトロニクスショー
（CES）への展示を実施し、引き合い
活動を開始しております。
　シミュレーションに関しては当社テ
ストコースもモデリング作業が完了
し、実車 /シミュレータ両方を活用し
た詳細な評価ができる環境が準備でき
ました。

　要素 /製品化開発の状況によっては
現行に加え、社員 / 協力会社含め 20
名程の増員が必要と考えられ、新たな
雇用創出の機会が見込まれます。ま
た、浜通りでの本システム生産も計画
されており、いわき地区を拠点とした
車外センシング開発の拠点化を目指し
ます。

　当該システムを各自動車メーカーへ提案・販売し、５年
後の CASE 対応の自動車関連部品やシステム製品の生産
シェアで世界有数の企業になることを目指し、また、本シ
ステムを使用した製品を浜通り地域で生産することによる
福島県浜通り地域の復興に貢献いたします。

　車外周辺の近距離の状況を把握するアプリケーションと、
車載環境での利用に耐えうるハードウェア (ECU) の開発
を行っております。
　類似技術との違いは 3D測距センサーとして LiDARでは
なく 3Dミリ波レーダを使う点であります。より安価な周
辺センシング技術の実現を目標とし、性能に関しては、現
在駐車支援で標準的なセンサーである、超音波センサー以
上の性能を目指します。
　また、技術精度向上の施策としてシミュレーション環境
構築及びそれらを活用した最適化開発により、多種多様な
シーンでのロバスト性を確保します。

　現状の車外センシング製品は高精度を実現するために
LiDARなどの高価なセンサーを使用している状況であるた
め、システムコストが高く、自動車メーカーからは安価で、
高精度な車外センシングが要求されており、安価な車外セ
ンシングシステムのニーズがあると考えています。

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

いわき市

2019年度開始

自動車における車外の周辺センシングシステム開発を推進。アルプス電気、アルパイ
ン統合によるセンサーデバイス ( アルプス ) とアプリケーション ( アルパイン ) を融
合させた安価で高精度な車外センシングシステム製品を OEM 受注製品として計画し
ております。

安価で高精度な車外センシングシステム

車外センシングシステム開発

アルパイン株式会社
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